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愛媛県下「もくず蟹」の肺吸虫被嚢幼虫

寄生収況に就いて

高橋一郎

山口県立医科・大学病理学教室（指導 細川修治教授）

（昭和 29年 8月23日受領）

中川が大:LJ-4年，台湾新竹川、lカラバイ審判；の渓流で、沢 臓器に分け， f白体部は体筋肉部（以下体筋と省i略）と体関

蟹の一種，ラスパニ沢蟹 Potamonrathbuniに大小2種 飾部（関節より脚，又は体部へ 0.5cmの位置で切断。

の被袋幼虫を発見し動物実験の結果，母虫を得て小なる 以下体関と省略）とに分け，叉，肢脚は足筋肉部（以下足

ものは肺~虫被襲幼虫の幼弱型，大なるものは肺殴虫被 筋と省略）と足関節部（足関節を中心に末端の方と其の反

裳幼虫の成熱型であると報告した1）が偵川定（1917）は形 対側へ 0.5cmの位置で切断。以下足関と省時）とに分

態学的に両者の異同を明らかにして以来2），次々と諸家 け顕微鏡下で詳細に調査し，特に赤色額粒を含む被襲幼

により報告せられ，肺吸虫の第二中間柄主として 7種の 虫に留意した。

淡水産蟹と 4種の「ざりがに」が限定され此の中，日本で

の宿主は「もくす蟹JEriocheir jゆonicus，「沢蟹」 Pola-

mon dehaani，「あめりかざりがに」 Cambarusclarkii 

の3種であると宮崎（1954）は述べて居る3）。叉宮崎（1939

～1946）は日本内地に於いてウエステノレマγ肺殴虫，大

平肺吸虫，小型大平肺殴虫の 3種を指摘し鑑別点を詳細l

に報じ，「ベんけい蟹JSesarmα intermedia，「くろベん

けい蟹」 Sesarmadehaaniは大平肺IN虫の固有宿主で

あると報告して居る4人6,7,8,9,23）。

愛媛県産の「もくず蟹」に肺暖虫被装幼虫の寄生ある事

は古くから知られ， 1952年に細川等により肱川，岩松川

の「もくず蟹」にも寄生のある事が明らかにされたが被襲

幼虫及び寄生部位等に就いて詳細に報告されない点もあ

る様に思うので愛媛県肱川上流高瀬川の「もくず、蟹」に就

いて肺吸虫被哀μ幼虫の寄生状況並びに幼虫に関して検索

したので‘その成績を報告する。

l. 検査方法並びに材料

昭和28年 9月下旬より同年11月上旬の間，愛媛県東

宇禾rt郡中筋村の高瀬川にて地獄能（地方名）を使丹］し無傷

に「もくず、蟹」を捕獲した。此等の蟹を1匹宛甲殻最大ぢit

径を測定し雌雄別にした。此等を鰍，心，肝，其の他の
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2. 検査成績

(a) 蟹数70匹中，被裏幼虫の寄生をみなかった蟹は

2匹で，被寄生蟹は 68匹であった。其の中，赤色悪口粒を

合む被襲幼虫のみ需生して居た蟹は 17匹，普通の被襲

幼虫のみ寄生して居た蟹は 3匹，此等が混合寄生して居

た蟹は48匹であった。叉需生被襲幼虫給、数は8171問で

その中，赤色額粒を含むものは 575個，普通の被襲幼虫

203個，未成熱型34個，幼若型51固であった。向未成熟

型，幼弱型は平等に紅色を呈し額粒を認めなかった。

(b) 蟹の大きさと需生率，寄生数との関係。蟹の甲

殻最大積径を測り蟹の大きさの基準と為したO

1）蟹の大きさと寄生率との関係は甲殻の大きさが51

～55mm, 61～65mm, 71～75mm, 76～80mmの蟹は

夫々 100%を示し66～70mmの蟹は 94.12%, 56～60・ 

mmの蟹は 88.89%を示して居る。（第1表参照）

2) 蟹の大きさと寄生数との関係は 51～60mmの皇室

(12匹中1匹陰性）では 1～10個寄生は8匹， 11～50個

寄生は 12匹中3匹で・あった。 61～70mmの蟹（44匹中

1匹陰性）では 1～10佃需生は26匹， 11～50個は 44匹

中16匹， 51～100個は44匹中1匹であった。 71～80

nunの蟹では1～10個寄生が14匹中 9匹， 11～50個は

5匹であった。（第2表参照）

(c) 「もくず蟹」に於ける被嚢幼虫の体内分布。検査

蟹（70匹中，陰性2匹）に於ける被嚢幼虫の分布は最多

寄生部位は偲で95.7%，次いで体関80.0ガ，足関78.6

M，足筋50.0%，体筋21.4%，肝5.7%，心1.4%の

( 31 ) 
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第1表蟹の大きさと寄生率との関係（検査lftl数70匹）

一一一 蟹数！
伊殻最大横盆～＼＼ 検査数 寄生数 陰 f生数 寄止率（；？b)

.51 - 55 n:立n 3{ 0 0 
。

♀ 3 ♀ 3 100.00 ♀ 100.00 
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♀ 3 ♀ 2 

1 { 0 0 
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♀ 66.67 
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平 1 f o o 
94.12 平 9』.12

71～75 mm  
♀ 6 ♀ 6 

。 100.00 { 0♀ i22:gg 

76～80 mm  
♀ O ♀ O 

。

第2表 蟹の大きさと寄生数との関係（検査蛍数70匹）

Metacercaria 51～60 mm  61～70 mm  71～80 mm  言十

寄生数＼＼

。
9 1 ♀ 1 0 { 2 

1～ 10個
♀ 4 ♀ 24 

9 { 0 4 
♀ 5 

43 

11～ 50個
♀ 1 16 ♀ 15 ♀ 1 24 

51～ 100個
♀ 1 。（ 1 

計 12 44 14 70 

第3表総 Metacercariaの体内分布（検査蟹 70匹（中 2匹陰性））

上段

ち虫、 体関節部 足関節部 I 足 筋 i本 筋 肝 ！其の他
の臓器

査被る寄百蟹生数分蟹率に対の（＃検す） 95.7 80.0 78.6 50.0 21.4 5.7 1.4 I o 

被寄生蟹数
♀ 51 ♀ 41 ♀ 41 

{ 0 9 
35 δ26 15 ♀ 12 ♀ 3 i-{ g ~ I。

下段

寄義被謹選虫｜捌a 36~ 叫~ 1i~ I 吋~ 1i~ I 105a ~~ ｜必g~ 4{g ~ I 1 ｛~ ~ I 0 

－~,f.ム均：5.43 ｛；沼会作~：u;2 .09位協；i.so{ ~ ~：~~；o.ペリ：~~0.06{ g 8 ：~：0 .01 { ~ 0~01 / 0 

11111でイ也の臓器には認め得なかった。（第3表上段参照）

蟹一匹に於ける被嚢幼虫の平均寄生数は偲5.43，足

関 2.09，体関2.01，足筋1.50，体筋0.57，肝0.06，心

0.01個のJI民であった。（第3表下段参照）

止と等の被襲幼虫を2つに分溜すると

1）赤色－額粒を含む被褒幼虫の最多寄生部位は鯨（77.1

μ）であった。次いで足関65.7%，体関58.6%, 足筋

42.9%，体筋15.7 ＇｝｛，，肝5.7%，心1.4形で、あったっ

（第4表上段参照）

前向織に1匹平均寄生数は侃.＼3.79, 見関1.51, 体関

1.33，足筋1.14，体筋0.37，肝0.06，心0.01個となづ

て居るコ（第4表下段参照）

( :-12 ) 
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第 4表 赤色顕位五二含む Metacercariaの体内分布（検査蟹数70匹（中 2匹陰性））

上 段
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第 5表 普通の（赤色頴粒百二合まざる） Metacercariaの体内分布（検査蟹数 70匹（中 2匹陰性）
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2) 普通の被襲幼虫の分布状況は前例同様鯨に多く

52.9~弘次いで体関 37.1 タム足関 28.6%，足筋 20.0

%，体筋11.4%となって居る。（第5表上段参照）

fr,p匹平均寄生数は鯨1.09, 体関0.69，足関0.57,

足筋0.36，体筋 0.20個となって居る。（第5表下段参

照）

総括並びに考按

愛媛県肱川上流高瀬川の「もくず蟹」 70匹に就いて蟹

の大小と被嚢幼虫の寄生率並びに寄生数との関係，被嚢

幼虫の種類，蟹体内の分布状況，特に赤色穎粒を合む被

褒幼虫と普通の被襲幼虫との体内分布に就いて調査し

ずこO

1）蟹の大小と寄生率との関係に就いては 51～55rnm

61～65mm, 71～75mm, 76～80mm大の蟹はいづれ

も100%寄生であるが，その中 51～55mm,76～80m1n 

大の蟹は検査数少数の為，正確なる結論を得難い点があ

ると思う O 中でも 61～65mm犬の蟹は検査数が最も多

い故，その成績は安定且つ正確なものと考えられ此の大

きさの蟹が生存中の蟹で肺殴虫被褒幼虫被寄生蟹の中，

心 ｜其の他
｜の臓器

O I o 

O I o 

n

v

n

u

 

n

u

n

u

 

最高の寄生率を示すものではないかと考えられるO 先に

三浦（1952）が従来一般に小さい蟹ではその寄生率は少な

く，大きい蟹になる程その寄生率が高くなると考へられ

ていたが， 41～45mmの蟹が最高書生率を示し大小共

に減少して居ると報告して広－る10）。同時に三浦は蟹の飼

育実験により被襲幼虫の寄生率が高いもの程早く死亡す

る事を確定し，先の 41～45mmの蟹をm点として順次

その寄生率が減少するのは当然J包り得るとの結論を出

して居る11）。私の場合は 61～65mm大の蟹が最高寄生

率を示し大小共に寄生率は減少して居る。特に大なる援

の方が小なる蟹ーよりも寄生率は高い，叉jf~~H/住別にみれば

三浦（1952）は雌堆間には特別な差はないと報告して居

る12）。私の場合検査蟹中 51～55mrn, 66～70mm大の

雄蟹は検査対照になく，其の仙は主べて 100%であり，附t
蟹は 76～80mm大の蟹は検査対照になく， 51～55mm

61～65mm, 71～75mm大の蟹は 100%であったが，

66～70mmの蟹は94.12.90, 56～60mmの蟹は 66.67

%で崎蟹の方がいささか感染率がほい様に思われるが検

査例数少なき為確認し難い口

( 33 ) 
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2) 寄生被嚢幼虫数との関係は 61～70mm大の蟹を

m点（最高数寄生）として他は減少し需生率の場合と時々

同様な結果となって民句。

三浦（1952）の報告は小さい粍寄生数は少く大きいれ多

くなって居る点13）は私の成績とよく符合する。

3) 被襲幼虫は97.1 ~~の高寄生率を示した，棋］ 1l （宗）

(1951）の愛媛県内での調査によれば四万十川上流，広見

川流域吉野生地区は91.9%，松丸地区は90.4%であっ

た1-!）。叉昭和27年7月より同年10月迄，愛媛県衛生研

究所の調べによると肱川上流東宇和郡地区では 75.0%,

四万十川上流，広見川流域吉野生地区は 98~6'.，岩松川流

域岩松地区は93必， 重信川流域松山市， 上浮穴郡久万

地区は容で、あった15）。 細川（1952）の調査によれば広見川

流域で近永，泉，松丸，吉野生，三島， H吉地区で 96.1

M，肱川流域魚成，高川地区 100%，岩松川流域活満地

区100%，畑地地区92%で、あった16）。

叉赤色頼粒を含む被襲幼虫と普通の被襲幼虫の混合寄

生して居たものが最も多く 68.6%，次いで赤色頼粒を

含む被襲幼虫のみ寄生して居たもの 24.3%，普通の被

嚢幼虫のみ寄生して居－たものは 4.3%で‘あった。

4) 寄生被襲幼虫は総数817f同で此の中，赤色頼粒を

含む被嬰幼虫が最も多く 5751問（70.4%），普通の被袈幼

虫は203個（24.8~；；；）で以上の成熟型の他，未成熱型は

34個（4.2%），幼若型 51回（0.6%）であった。分類は中

川（1915）の報告に依った17）。向，内野（1952）は幼若型，

未成熱型で赤色色素を有するものは頼粒状で~：く平等に

紅色を呈すると報告しているが18〕，私の場合も幼若型，

未成熱型には平等に赤色色素を有するものを認めたのみ

で頼粒はない。

5) 需生部位に就いては三浦（1951）に依れば体筋，鯨

肢脚，肝，消化器のJI民であるHl）。内野（1952）によると筋

肉，鯨，肝，心となって尽る~o〕。 私の場合は鯨 95.7 %. 

次いで体関80.0%, 足関 78.6%，足筋 50.0%, 体筋

21.4%，肝5.7%，心1.4%の！｜院であるO 内野（1952)

が関節を離れるに従って少ないと報告して居るが21），私

の成績でも関節部の方が其の他の部分よりも多い事は体

部叉は肢脚の場合，何れの時でも認められた。叉鯨は導

入血管のみで特に尖端部に比較的多く，叉筋肉内では筋

繊維内の間隙，皮下と筋肉の聞に認められた事は内野

(1952）の報告22）と一致して居る。

6) 赤色頼粒を含む被嚢幼虫は鯨77.1%，足関65.7

3弘体関58.6%，足筋42.9%，体筋15.7%，肝5.7

アム心1.4%のJI民であり， 1昭平;ftoJ寄生数は側3.79以

〔寄生虫学雑誌、・第 3巻・第 4号

下足関，体関，足筋，体筋，肝，心となってJr1るO

普通の被襲幼虫は鰍52.9;-0，体関 37.1%，足関28.&

%，足筋20.0M，体筋 11.4%の！｜肢で 1匹平均寄生数は

鰍 1.09，体関，足関，足筋，体筋のj肢になっている。街

肝，心，其の他の臓器には認めなかった。

以上の事からして赤色願粒を含む被長幼虫の方が寄生

数も多く，広範囲に分布して居る事が判る。

7) 宮崎（1939）の指摘した被嚢幼虫の形，大きさ，被

膜の厚さ等により 23）大平肺殴虫，小型大平肺吸虫は認め，

ず，ウエステルマシ肺殴虫のみで、あった口

結論

1) 蟹の犬小により肺駿虫被嚢幼虫の需生率a 需生数

には一定の関係があった。

2) 愛媛県肱川上流高瀬川の「もくず、蟹」に於ける肺吸

虫被嚢幼虫の寄生率は 97.1%で、あった。

.3) 赤色頼浮立を合む被褒幼虫は普通の被袈幼虫よりも

寄生数多く，広範囲に分布しているO 叉幼若型，未成熟

型は赤色色素が平等にあって頼粒状には認めなかった。

4) 被雲幼虫は蟹体内にて鯨の導入血管に最も多く寄

生して居り，体関，足関，足筋，体筋，肝，心のJI院であ

った。

5) 愛媛県肱川上流高瀬川に於ける「もくず蟹」tこ寄生

している被嚢幼虫は総てウエステルマン肺吸虫であっ

ナこO

本研究要旨は昭和 29 年 4 月， ti~~ 23同日本寄生虫学会7

に発表じた。
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